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（

新

幹

線

・

車

両

）

13

年

春

闘

で

職

場

要

求

ア

ン

ケ

ー

ト

の

１

０

０

％

回

収

や

全

組

合

員

の

統

一

行

動

参

加

を

め

ざ

す

。

仕

業

検

査

で

、

仕

事

は

変

わ

ら

ず

人

だ

け

が

減

る

の

は

納

得

が

い

か

な

い

。

組

織

拡

大

は

、

個

々

人

の

取

り

組

み

か

ら

分

会

全

体

へ

と

広

げ

、

拡

大

の

基

盤

を

作

る

。

脱

退

者

を

出

さ

な

い

こ

と

も

重

要

。

Ｊ

Ａ

Ｌ

闘

争

の

支

援

の

輪

を

広

げ

た

い

。
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田田田田

浩浩浩浩

（

新

幹

線

・

保

線

）

職

場

３

大

要

求

で

ア

ン

ケ

ー

ト

を

行

い

、

組

合

員

の

意

見

を

反

映

し

た

要

求

を

作

り

、

現

場

長

と

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

に

生

か

す

。

若

手

に

「

国

労

に

入

れ

」

と

話

す

と

、

「

主

任

に

な

っ

て

か

ら

」

「

自

分

一

人

で

は

」

と

の

返

事

が

来

る

。

声

を

か

け

て

直

ぐ

に

入

れ

る

環

境

作

り

が

必

要

。

安

倍

政

権

の

悪

政

を

組

合

員

全

体

で

話

せ

る

よ

う

に

し

春

闘

を

闘

い

た

い

。
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藤藤藤藤

邦邦邦邦

彦彦彦彦

（

新

幹

線

・

電

気

）

ト

ン

ネ

ル

天

井

の

検

査

は

、

ボ

ル

ト

や

ナ

ッ

ト

の

目

視

と

打

音

の

検

査

で

す

が

、

レ

ー

ザ

ー

等

の

非

破

壊

検

査

が

必

要

。

会

社

に

「

天

井

部

の

電

気

設

備

の

ボ

ル

ト

の

分

析

」

「

科

学

的

検

査

」

「

取

替

管

理

（

寿

命

）

の

明

示

」

等

の

申

し

入

れ

を

。

組

織

拡

大

よ

り

組

織

強

化

の

方

が

重

要

と

考

え

る

。

田田田田

中中中中

康康康康

夫夫夫夫

（

新

幹

線

・

電

気

）

繰

り

上

げ

４

型

勤

務

が

本

来

の

主

旨

と

違

っ

て

月

に

何

回

も

導

入

さ

れ

、

前

日

に

公

休

を

特

休

に

変

え

て

の

導

入

さ

れ

て

い

る

。

労

基

署

へ

の

申

告

を

視

野

に

入

れ

た

取

り

組

み

を

す

べ

き

。

国

鉄

時

代

の

保

全

・

取

替

手

順

・

地

落

対

策

の

各

マ

ニ

ュ

ア

ル

が

な

い

の

は

問

題

。

主

任

が

い

な

い

職

場

も

あ

り

、

主

任

に

な

れ

る

人

も

い

な

い

。

国

労

以

外

で

も

多

数

が

昇

進

試

験

に

合

格

し

な

い

の

で

調

査

を

す

べ

き

。

ま

た

、

国

労

か

ら

ユ

ニ

オ

ン

に

行

っ

た

人

に

も

声

を

か

け

る

必

要

が

あ

る

。
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昭昭昭昭

弘弘弘弘

（

新

幹

線

・

保

線

）

電

気

職

場

の

繰

り

上

げ

４

型

勤

務

で

１

週

間

に

５

連

続

の

夜

勤

は

、

労

働

協

約

や

労

基

法

に

違

反

で

は

。

施

設

で

も

脱

防

、

マ

ル

タ

イ

更

換

で

変

形

４

・

５

・

５

の

勤

務

が

提

案

さ

れ

て

い

る

。

勤

務

が

組

め

な

い

こ

と

を

理

由

に

繰

り

上

げ

４

型

が

導

入

さ

れ

る

職

場

も

あ

り

、

調

査

し

改

善

を

求

め

た

い

。

後後後後
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直直直直

也也也也

（

新

幹

線

・

運

輸

）

乗

務

員

職

場

の

組

織

の

強

化

・

拡

大

に

つ

い

て

、

若

手

と

一

緒

に

乗

務

す

る

時

に

話

す

が

「

国

労

に

入

れ

」

と

言

え

て

い

な

い

の

で

奮

闘

す

る

。

Ｎ

７

０

０

Ａ

系

の

緊

急

通

報

装

置

の

扱

い

が

複

雑

で

わ

か

り

に

く

い

。

Ｊ

Ａ

L

解

雇

撤

回

の

支

援

で

署

名

や

物

販

を

取

り

組

む

。
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隆隆隆隆

（

新

幹

線

・

駅

）

13

春

闘

の

統

一

行

動

に

は

、

全

組

合

員

の

参

加

を

め

ざ

す

。

戦

前

の

日

本

に

戻

す

安

倍

政

権

と

対

峙

し

、

経

済

闘

争

と

政

治

闘

争

の

結

合

が

重

要

。

Ｂ

７

８

７

機

の

ト

ラ

ブ

ル

は

、

公

共

交

通

機

関

の

安

全

問

題

で

あ

り

、

Ｊ

Ａ

L

の

体

質

を

訴

え

よ

う

。

「

イ

ジ

メ

」

は

Ｊ

Ｒ

に

も

あ

り

、

パ

ワ

ハ

ラ

防

止

の

管

理

者

教

育

を

充

実

す

べ

き

。

片片片片

畑畑畑畑

清清清清

（

新

幹

線

・

保

線

）

春

闘

で

３

大

要

求

を

作

り

、

現

場

長

と

の

話

し

合

い

を

行

い

、

そ

の

後

に

統

一

行

動

の

予

定

。

災

害

や

台

風

の

警

備

、

地

震

時

の

対

応

改

善

で

、

特

に

台

風

時

の

水

位

観

測

は

「

危

険

な

所

に

は

行

か

な

い

」

よ

う

に

す

べ

き

。

安

全

問

題

で

、

徐

行

手

配

を

取

ら

ず

に

軌

道

内

立

ち

入

り

も

あ

る

。

耐

震

工

事

や

Ｐ

Ｃ

枕

木

更

換

が

増

え

、

要

員

等

の

改

善

を

。

退

職

年

齢

に

な

る

と

20

歳

代

と

同

じ

仕

事

に

不

安

が

あ

り

、

仕

事

の

分

担

が

必

要

で

あ

る

。

（

２

面

に

続

く

）
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第第第第33332222回回回回東東東東海海海海本本本本部部部部委委委委員員員員会会会会でででで11116666人人人人がががが発発発発言言言言

２

月

２

日

、

第

32

回

東

海

本

部

委

員

会

を

開

催

し

ま

し

た

。

委

員

は

、

「

13

春

闘

を

、

賃

上

げ

や

労

働

条

件

の

改

善

を

め

ざ

し

、

職

場

か

ら

闘

う

こ

と

で

組

織

拡

大

を

行

い

た

い

」

な

ど

と

発

言

し

ま

し

た

。

委

員

の

発

言

を

要

約

し

ま

し

た

。

（

要

約

は

、

教

宣

部

。

発

言

順

、

敬

称

略

）

委委委委

員員員員

のののの

発発発発

言言言言

11113333

春春春春

闘闘闘闘



「「「「 が んが んが んが ん 」」」」 のののの 保 障保 障保 障保 障 　　　　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に

１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付

金金金金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き

１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料

払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介

（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞

ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間

を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円

ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・

保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

神神神神

田田田田

茂茂茂茂

樹樹樹樹

（

静

岡

・

運

輸

）

特

殊

勤

務

手

当

支

給

の

問

題

で

地

本

と

も

相

談

し

、

現

場

長

に

支

給

を

求

め

た

が

、

逆

に

戻

入

と

な

っ

た

こ

と

か

ら

、

給

与

明

細

書

に

手

当

の

内

訳

を

明

確

に

す

べ

き

。

若

手

社

員

に

「

国

労

に

入

れ

」

と

働

き

か

け

て

い

る

。

全

力

を

挙

げ

て

奮

闘

す

る

。

武武武武

藤藤藤藤

豊豊豊豊

治治治治

（

静

岡

・

運

輸

区

）

御

殿

場

線

の

無

人

化

が

進

み

無

人

化

反

対

の

ビ

ラ

配

布

宣

伝

行

動

を

行

っ

た

。

今

後

、

ワ

ン

マ

ン

列

車

や

特

改

行

路

を

問

題

に

す

る

。

車

掌

は

３

徹

買

い

上

げ

が

当

た

り

前

で

、

運

転

事

故

や

速

度

超

過

事

故

も

増

え

て

い

る

。

貨

物

の

拡

大

が

刺

激

に

な

り

、

職

場

３

大

要

求

を

通

じ

て

若

手

社

員

の

組

織

拡

大

を

め

ざ

す

。

 

小小小小

川川川川

敏敏敏敏

広広広広

（

静

岡

・

貨

物

）

昨

年

２

人

の

組

織

拡

大

が

あ

っ

た

。

し

か

し

、

拡

大

の

勢

い

が

な

く

な

っ

た

感

じ

が

あ

り

、

再

度

引

き

締

め

て

レ

ク

等

を

通

じ

て

分

会

全

体

で

組

織

拡

大

を

取

り

組

め

る

よ

う

に

す

る

。

春

闘

で

は

、

貨

物

会

社

と

旅

客

会

社

に

格

差

が

あ

り

、

賃

金

格

差

の

解

消

を

求

め

る

。

小小小小

海海海海

誠誠誠誠

（

静

岡

・

出

向

）

支

部

会

議

で

職

場

改

善

の

報

告

な

ど

が

出

る

よ

う

に

な

り

活

性

化

し

て

い

る

。

岳

南

鉄

道

の

子

会

社

化

で

出

向

先

の

労

働

条

件

が

悪

化

し

て

い

る

。

貨

物

の

国

労

加

入

者

は

「

会

社

の

姿

勢

を

変

え

た

い

」

と

決

意

を

述

べ

ま

し

た

が

、

東

海

会

社

で

子

弟

や

ス

ポ

ー

ツ

採

用

が

多

い

中

で

、

カ

ベ

を

乗

り

越

え

て

「

悪

い

こ

と

は

悪

い

」

と

言

え

る

職

場

と

仲

間

づ

く

り

を

す

す

め

る

。

パ

ワ

ハ

ラ

や

解

雇

撤

回

等

で

地

域

の

闘

い

と

も

連

帯

し

て

い

る

。

浜浜浜浜

島島島島

由由由由

紀紀紀紀

夫夫夫夫

（

名

古

屋

・

保

線

）

分

機

器

の

検

査

作

業

90

分

を

60

分

で

と

の

輸

送

指

令

の

指

示

は

、

事

故

防

止

の

た

め

に

間

合

い

が

必

要

。

ま

た

、

中

間

見

張

り

員

の

委

託

は

、

触

車

事

故

防

止

の

観

点

か

ら

交

渉

を

。

地

域

で

、

春

闘

や

メ

ー

デ

ー

、

格

差

反

対

、

脱

原

発

、

憲

法

改

悪

反

対

等

の

行

動

を

取

り

組

ん

で

い

る

。

Ｊ

Ａ

Ｌ

支

援

の

キ

ャ

ラ

バ

ン

を

近

畿

、

東

海

で

取

り

組

ん

で

き

た

。

Ｊ

Ａ

Ｌ

支

援

の

全

国

キ

ャ

ラ

バ

ン

を

取

り

組

む

べ

き

で

あ

る

。

大大大大

金金金金

健健健健

治治治治

（

名

古

屋

・

貨

物

）

３

月

４

日

に

春

闘

学

習

会

と

新

規

加

入

者

の

歓

迎

会

を

行

い

ま

す

。

貨

物

本

社

社

長

へ

の

要

請

葉

書

を

取

り

組

ん

で

い

る

。

稲

沢

で

は

安

全

と

設

備

、

環

境

問

題

で

ア

ン

ケ

ー

ト

を

取

り

組

み

、

各

職

場

で

署

名

を

取

り

組

み

、

他

労

組

を

含

め

て

職

場

の

60

％

が

署

名

を

し

ま

し

た

。

こ

の

流

れ

を

組

織

拡

大

に

結

び

付

け

て

い

き

た

い

。

亀亀亀亀

井井井井

和和和和

弘弘弘弘

（

名

古

屋

・

駅

）

安

全

・

サ

ー

ビ

ス

の

問

題

に

つ

い

て

、

飯

田

線

の

ワ

ン

マ

ン

化

、

駅

無

人

化

が

進

ん

で

い

る

。

駅

無

人

化

反

対

の

ビ

ラ

配

布

行

動

を

取

り

組

ん

で

き

た

。

会

社

は

「

廃

止

で

は

な

く

、

駅

を

守

る

た

め

の

無

人

化

」

と

言

っ

て

い

る

が

、

駅

の

無

人

化

を

や

め

さ

せ

る

た

め

に

関

係

す

る

地

本

と

共

に

奮

闘

す

る

。

木木木木

下下下下

淳淳淳淳

治治治治

（

名

古

屋

・

駅

）

国

労

に

加

入

し

た

専

任

社

員

が

ユ

ニ

オ

ン

に

戻

り

か

け

た

が

、

国

労

に

残

っ

た

。

ユ

ニ

オ

ン

役

員

は

波

及

し

な

い

よ

う

に

専

任

社

員

の

聞

き

取

り

調

査

を

行

っ

て

い

る

。

「

最

後

は

国

労

で

」

と

言

う

人

は

多

く

、

若

手

だ

け

で

な

く

年

輩

に

も

国

労

加

入

を

訴

え

る

。

リ

ニ

ア

は

、

建

設

費

、

電

磁

波

、

フ

ォ

ッ

サ

マ

グ

ナ

を

通

る

ト

ン

ネ

ル

問

題

の

ほ

か

、

中

津

川

リ

ニ

ア

駅

建

設

で

自

治

体

負

担

な

ど

問

題

が

あ

る

。

東

海

本

部

が

率

先

し

て

勉

強

と

検

証

を

す

べ

き

。

上

野

書

記

長

は

、

委

員

か

ら

の

発

言

を

受

け

、

次

の

よ

う

に

集

約

し

ま

し

た

。

国

労

の

最

大

の

課

題

で

あ

る

組

織

拡

大

を

い

か

に

組

合

員

全

員

が

総

力

を

挙

げ

て

取

り

組

み

、

目

標

と

し

て

い

る

組

織

拡

大

を

な

し

得

る

の

か

が

重

要

。

拡

大

に

向

け

た

取

り

組

み

を

個

か

ら

組

織

へ

と

し

、

自

分

の

職

場

は

特

別

で

組

織

拡

大

は

で

き

な

い

と

い

う

言

い

訳

を

払

拭

す

る

こ

と

が

必

要

で

あ

る

と

し

ま

し

た

。

職

場

か

ら

要

求

を

獲

得

し

て

い

く

闘

い

を

作

る

こ

と

が

重

要

で

あ

る

と

し

、

「

今

春

闘

で

も

や

は

り

職

場

で

ど

う

要

求

を

勝

ち

取

る

の

か

、

ど

の

よ

う

に

取

り

組

む

の

か

、

他

労

組

を

ど

の

よ

う

に

巻

き

込

む

の

か

が

問

わ

れ

て

い

る

。

そ

の

運

動

を

追

求

す

る

中

で

組

織

拡

大

を

め

ざ

す

」

と

し

ま

し

た

。

さ

ら

に

、

Ｊ

R

の

会

社

間

格

差

、

Ｊ

R

関

連

企

業

の

労

働

者

と

の

格

差

の

解

消

に

向

け

て

、

「

非

正

規

や

契

約

社

員

、

出

向

者

の

労

働

条

件

を

改

善

し

、

全

労

働

者

を

巻

き

込

ん

だ

運

動

を

」

と

強

調

し

ま

し

た

。

13

春

闘

の

賃

上

げ

は

、

「

労

働

者

・

国

民

の

生

活

を

は

じ

め

、

経

済

の

活

性

化

と

い

う

大

き

な

課

題

が

あ

る

。

労

働

者

が

連

帯

し

、

『

な

ん

と

し

て

も

賃

上

げ

を

』

と

い

う

決

意

で

ス

ト

ラ

イ

キ

を

視

野

に

入

れ

て

、

13

春

闘

を

闘

お

う

」

と

訴

え

る

と

と

も

に

、

Ｊ

Ａ

Ｌ

や

社

保

庁

へ

の

攻

撃

な

ど

の

派

遣

切

り

や

大

量

リ

ス

ト

ラ

は

「

断

じ

て

許

せ

な

い

行

為

で

あ

り

、

人

を

人

と

し

て

扱

わ

な

い

企

業

や

資

本

と

闘

い

、

労

働

者

の

雇

用

と

権

利

を

守

る

闘

い

を

、

国

労

が

先

頭

に

な

っ

て

進

め

よ

う

」

と

集

約

し

ま

し

た

。

２０１３年２月１５日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３３６（２）

国労東海本部ホームページ http://www.kokurotokai.com/
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